
美浜発電所の状況
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美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

今回の報告では、10月18日から11月15日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

　

区
長
会
を
対
象
と
し
て
、
10
月
17
日

と
18
日
の
2
日
間
、
発
電
所
の
廃
止
措

置
作
業
及
び
安
全
性
向
上
対
策
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る｢

中
部
電
力
㈱
浜
岡

原
子
力
発
電
所｣

と
、
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
の
研
究
を
行
っ

て
い
る｢(

国
研)

日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
瑞み
ず
な
み浪

超
深
地
層
研
究
所｣

の
見

学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
美
浜
発
電
所
1
、
2

号
機
が
廃
止
措
置
作
業
に
移
行
し
、
3
号

機
が
安
全
性
向
上
対
策
工
事
を
実
施
し

て
い
る
中
で
、
先
進
事
例
を
見
学
す
る

こ
と
で
、
美
浜
発
電
所
で
行
わ
れ
る
工

事
等
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

17
日
に
視
察
し
た
浜
岡
原
子
力
発
電

所
で
は
、
ま
ず
、
浜
岡
原
子
力
館
内

で
、
発
電
所
の
廃
止
措
置
作
業
や
、
発

電
所
の
安
全
性
向
上
対
策
工
事
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
発
電
所

構
内
に
移
動
し
、
現
場
を
確
認
し
ま
し

た
。
構
内
で
は
、
平
成
27
年
度
に
完
成

し
た
防
波
壁(

壁
高
海
抜
22
ｍ
、
全
長
約

1･

6
㎞)

や
、
冷
却
水(

海
水)

を
取

水
す
る
槽
内
の
水
が
津
波
等
の
影
響
で

発
電
所
構
内
に
あ
ふ
れ
る
こ
と
を
防
止

す
る
溢い
っ
す
い水

防
止
壁
設
置
工
事
等
の
現
場

を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
浜
岡
原
子

区
長
会
を
対
象
に
原
子
力
関
連
施
設

の
見
学
会
を
実
施

力
発
電
所
は
3
つ
の
ル
ー
ト
の
送
電
線

か
ら
受
電
で
き
る
対
策
を
と
っ
て
い
ま

す
が
、
万
が
一
そ
の
電
源
が
使
え
な
く

な
っ
た
場
合
に
備
え
て
整
備
し
て
い
る
、

海
抜
40
ｍ
の
高
台
に
設
置
の
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
発
電
機
や
、
電
源
車
、
貯
水
タ
ン
ク
、

注
水
ポ
ン
プ
車
等
の
非
常
用
の
電
源
供

給･

給
水
設
備
を
見
学
し
、
参
加
者
は
、

万
が
一
の
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
今
回
の
視
察
で
得
た

知
見
や
知
識
を
参
考
に
、
今
後
美
浜
発
電

所
で
実
施
さ
れ
て
い
く
安
全
対
策
等
に
つ

い
て
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

↑壁高22mの防波壁�

↑�坑道で行われている調査内容について説明
　を受ける参加者

　

次
に
視
察
し
た
瑞
浪
超
深
地
層
研
究

所
で
は
、
ま
ず
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
処
分
方
法
や
、
当
研
究
所
の
研

究
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
3
班
に
分
か

れ
て
、
地
下
５
０
０
ｍ
に
掘
削
さ
れ
た

坑
道(

横
穴)

に
降
り
、
研
究
の
概
要
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
現
場
を
確
認
し

ま
し
た
。
現
場
で
は
、
花
崗
岩
の
地
質

で
坑
道
を
掘
削
し
た
際
の
岩
石
や
地
下

水
の
変
化
、
岩
盤
中
の
物
質
の
移
動
等

に
つ
い
て
調
査･
研
究
し
て
お
り
、
参

加
者
は
地
層
処
分
の
安
全
性
等
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
、
静
岡
県
御
前

崎
市
に
あ
る
、
沸
騰
水
型
の
原
子
力
発
電

所
で
、
昭
和
51
年
3
月
に
運
転
を
開
始
し

た
1
号
機
を
は
じ
め
、
5
号
機
ま
で
あ
り

ま
す
。
1
、
2
号
機
は
、
平
成
17
年
1
月

に
運
転
を
終
了
し
、
平
成
21
年
か
ら
廃
止

措
置
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

廃
止
措
置
の
第
2
段
階
と
し
て
、
原
子
炉

領
域
周
辺
施
設
解
体
撤
去
期
間
中
で
す
。

　

3
、
4
号
機
は
安
全
性
向
上
対
策
工
事

を
実
施
し
な
が
ら
、
新
規
制
基
準
へ
の
適

合
性
確
認
審
査
の
申
請
を
、
3
号
機
は
平

成
27
年
6
月
に
、
4
号
機
は
平
成
26
年
2

月
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
、
審

査
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
5
号
機
は
見

直
さ
れ
た
基
準
値
振
動
に
対
応
す
る
た
め

の
適
合
性
確
認
審
査
の
申
請
に
向
け
て
準

備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
で
は
、
使

用
済
燃
料
を
1
、
2
号
機
の
分
も
あ
わ
せ

浜
岡
原
子
力
発
電
所
と
は
…

　

瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
は
、
岐
阜
県
瑞

浪
市
に
あ
る
研
究
施
設
で
、
原
子
力
発
電

所
の
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
た
際
に
発

生
す
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
、
地

下
３
０
０
ｍ
以
深
に
安
全
に
処
分
す
る
た

め
の
研
究
や
、
技
術
の
開
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
研
究
所
で
は
、
平
成
15
年
度
か

ら
掘
削
工
事
を
始
め
、
平
成
27
年
度
に
深

度
５
０
０
ｍ
の
坑
道
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
地
層
処
分
場
に
類
似
す
る

瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
と
は
…

町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
が

関
西
電
力
㈱
高
浜
発
電
所
等
を
視
察

　

町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
は
、

11
月
8
日
と
9
日
の
2
日
間
、
委
員
会
活

動
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
参
考
と
す
る

た
め
、安
全
性
向
上
対
策
工
事
が
完
了
し
、

今
年
6
、
7
月
に
3
、
4
号
機
が
運
転
を

再
開
し
た｢

関
西
電
力
㈱
高
浜
発
電
所｣

と
、
発
電
所
の
重
要
機
器
で
あ
る
蒸
気
発

生
器
等
の
製
造
を
行
っ
て
い
る｢

三
菱
重

工
業
㈱
神
戸
造
船
所｣

等
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

8
日
に
は
、
ま
ず
、
発
電
所
の
作
業

員
が
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
発
電

所
の
実
際
の
設
備･

機
器
類
と
同
等
の

設
備
を
活
用
し
て
教
育
訓
練
を
行
っ
て

い
る｢

原
子
力
研
修
セ
ン
タ
ー｣(

高
浜

町)

を
視
察
し
た
後
、
高
浜
発
電
所
構
内

に
移
動
し
、
安
全
性
向
上
対
策
工
事
等

の
現
場
を
確
認
し
ま
し
た
。
構
内
で
は
、

取
水
口
防
潮
ゲ
ー
ト
や
、
大
容
量
ポ
ン

プ
等
の
非
常
用
冷
却
設
備
の
配
備
状
況
、

発
電
所
背
面
の
斜
面
安
定
化
工
事
等
を

視
察
し
ま
し
た
。

↑�高浜発電所の安全対策の概要について
　説明を受ける委員

　

次
に
視
察
し
た
三
菱
重
工
業
㈱
神
戸
造

船
所
で
は
、
冒
頭
、
神
戸
造
船
所
の
概
要

や
、
工
場
で
製
造
し
て
い
る
原
子
力
関
連

機
器
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、
蒸
気
発
生

器
等
の
製
造
現
場
を
確
認
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
九
州
電
力
㈱
川
内
原
子
力
発
電
所

(

鹿
児
島
県)

に
納
入
す
る
蒸
気
発
生
器

3
基
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

当
工
場
で
は
、
福
島
第
一
発
電
所
の
燃

料
デ
ブ
リ(

※)

を
取
り
出
す
た
め
の
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
研
究･

開
発
も
行
っ
て

お
り
、
そ
の
研
究
段
階
の
ア
ー
ム
を
見
学

す
る
こ
と
で
、
福
島
発
電
所
事
故
の
終
息

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
更
に
、
美
浜
発
電
所
3

号
機
に
導
入
を
予
定
し
て
い
る
、
デ
ジ
タ

ル
式
中
央
制
御
盤
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
見

三
菱
重
工
業
㈱
神
戸
造
船
所
と
は
…

　

三
菱
重
工
業
㈱
神
戸
造
船
所
は
、

１
９
０
５
年
に
神
戸
三
菱
造
船
所
と
し
て

発
足
し
、
１
９
５
８
年
に
三
菱
原
子
力
工

業
㈱
を
設
立
し
て
以
降
、
美
浜
発
電
所
を

は
じ
め
、
国
内
外
の
主
に
加
圧
水
型
原
子

炉
の
製
造
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
は
、

商
船
の
新
規
の
建
造
は
終
了
し
て
お
り
、

原
子
力
事
業
部
で
あ
る｢

パ
ワ
ー
ド
メ
イ

ン｣

部
門
で
生
産
高
の
約
7
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
パ
ワ
ー
ド
メ
イ
ン
部
門
で
は
、

蒸
気
発
生
器
等
の
発
電
所
機
器
類
を
は
じ

め
、
原
子
力
発
電
所
の
燃
料
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
施
設
や
使
用
済
燃
料
の
中
間
貯
蔵

用
の
金
属
キ
ャ
ス
ク(

容
器)

等
の
製
造

を
行
っ
て
い
ま
す
。

↑�神戸造船所の歴史について
説明を受ける委員

静岡県

長野県
神奈川県

山梨県

愛知県

岐阜県

浜岡原子力発電所
↑�海岸線沿いに位置する浜岡原子力発電所

(

※)

　 

核
燃
料
が
炉
内
の
構
造
物
の
一
部
と
溶
融
し
、

再
度
固
化
し
た
も
の

て
、
3
～
5
号
機
の
燃
料
プ
ー
ル
に
集
め

て
冷
却
し
て
お
り
、
最
大
貯
蔵
可
能
容
量

の
約
87
％
に
あ
た
る
約
６
，
５
０
０
体
の

使
用
済
燃
料
が
冷
却
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
3
～
5
号
機
の
運
転
が
再
開

さ
れ
、
燃
料
プ
ー
ル
の
貯
蔵
可
能
容
量
が

少
な
く
な
る
場
合
に
備
え
て
、
使
用
済
燃

料
を
入
れ
た
金
属
キ
ャ
ス
ク(

容
器)

を
、

外
気
の
自
然
循
環
で
冷
や
し
な
が
ら
貯
蔵

で
き
る
、
乾
式
貯
蔵
施
設
の
敷
地
内
で
の

建
設
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
委
員
は
、
今
後
美
浜
発
電
所

構
内
で
実
施
さ
れ
る
安
全
性
向
上
対
策
工

事
の
先
行
例
を
視
察
す
る
こ
と
で
、
工
事

の
概
要
や
発
電
所
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

更
に
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

空
洞
の
掘
削
技
術
や
、
坑
道
を
掘
削
し
た

際
の
地
下
の
性
状
や
地
下
水
の
流
れ
、
地

質
環
境
の
長
期
安
定
性
に
関
す
る
研
究
等

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
研
究
所

は
、
市
有
地
を
賃
借
し
て
お
り
、
研
究
が

完
了
し
た
後
は
、
埋
め
戻
し
て
瑞
浪
市
に

返
還
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
し
、
デ
ジ
タ
ル
式
中
央
制
御
盤
の
操
作

性
や
安
全
性
を
確
認
し
ま
し
た
。



Mihama　Information

募集や案内等、さまざまな
お知らせをお届けします。

お知らせ
Mihama　Information

町役場各部署直通電話番号

町各施設電話番号

３２－３１１１

歴史文化館
給食センター

な�び�あ�す

町立図書館(なびあす内)

はあとぴあ

３２－１２１２

３２－００８３
３９－１１１６き い ぱ す

３９－１３０１丹生診療所

３２－３２００

東部診療所 ３７－２９１１

４５－２３００

総合体育館

エコクル美方
子育て支援センター

３２－０１９２
若狭国吉城歴史資料館

３２－００５０
３２－００２７�
３２－２１１１

税　�務　�課

住民環境課

福　�祉　�課

健康づくり課�

商 工観光課

農林水産課

土木建築課

出　�納　�室

議会事務局

上下水道課

３２－６７０２

３２－６７０３

３２－６７０４

３２－６７１３

３２－６７０５

３２－６７０６

３２－６７０７

３２－６７１０

３２－６７１１

３２－１３４１

３２－６７００

３２－６７０１

教育政策課 ３２－６７０８

総　�務����課

企 画 政策課
美浜創生戦略課

３２－６７１５
エネルギー政策課

３２－６７１６

みはまブランド開拓課
３２－６７１４

生涯学習課 (なびあす内)
３２－１２１２
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12
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

1
い い

1月3
みらい

0日は｢年金の日｣です!!
　厚生労働省では、｢国民お一人お一人が、ねんきんネット等を活用しながら、高齢期の生活設計に思いを
巡らしていただく日 ｣として、11月 30日を ｢年金の日 ｣としました。
　「ねんきんネット」は、いつでも自身の年金記録を確認できるほか、将来の年金受給見込額について、さ
まざまなパターンの試算が行えます。詳しくは、日本年金機構のホームページか最寄りの年金事務所でご確
認ください。
　この機会に、｢ねんきん定期便 ｣や ｢ねんきんネット ｣で、ご自身の年金記録と年金受給見込額を確認し、
未来の生活設計について考えてみませんか。

※お問い合わせ先　 日本年金機構敦賀年金事務所  ☎ 23‐9902
　　　　　　　　　町住民環境課 ( 担当 ･ 青池 )　 ☎ 32‐6703

年
金 

ニ
ュ
ー
ス 

年
金

ニ
ュ
ー
ス

雪に備える週間

※お問い合わせ先　町土木建築課（担当･川口、石橋）☎32‐6707

冬の備えは大丈夫ですか？

12月1日から7日は、

　快適な冬は一人ひとりの協力から。

　冬を迎えるにあたってのルールやマナーに

ついて、みんなで話し合い、協力して雪対策

を進めましょう。

です！

情
報
公
開･

個
人
情
報
保
護
運
用

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課(

担
当･

武
田
定
幸
︶

☎
32
︲
６
７
０
０

●�

情
報
公
開
制
度

　

全
部
公
開　

1
件

　

非
公
開　
　

3
件

　

町
で
は
、
町
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ
た

行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
文
書
の
公

開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
し
、
町
が
保
有
す
る
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
確
保
す
る
た

め
、
本
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
自
己
の

個
人
情
報
の
開
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
運
用
実
施
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

●�

個
人
情
報
保
護
制
度

　

開
示
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

◆｢
み
ん
な
で
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス｣

○
育
児
講
座

◆｢

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び｣

12
月
6
日(

水)

午
前
10
時
15
分
～
11
時
15
分

●�

日�

時

●�

会�

場

は
あ
と
ぴ
あ

●�

講�

師

林 

昇
平 

氏

(

き
ら
き
ら
く
ら
ぶ)

●�

対�

象

ど
な
た
で
も

●�

内�

容

林
先
生
と
一
緒
に
親
子
ふ
れ
あ

い
遊
び
を
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー(

担
当･

坪
塚)

☎
32
︲
０
１
９
２

12
月
13
日(

水)
午
前
10
時
15
分
～
11
時
30
分

●�

日�

時

●�

会�

場

は
あ
と
ぴ
あ

●�

対�

象

在
宅
児
と
保
護
者

●�

内�

容

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
楽
し
く
集
い
ま
し
ょ
う
。

●�

定�

員

子
ど
も
60
人(

先
着)

※
町
内
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

●�

申
込
期
間

　

11
月
20
日(

月)

～
12
月
8
日(

金)

※ 

電
話
ま
た
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●�

申
込
期
間

　

11
月
20
日(

月)

～
12
月
4
日(

月)

※ 

電
話
ま
た
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

12月3日(日)�午前10時～午後2時

美浜駅前･美浜町観光センター
・クリスマスリース作り
・花苗プレゼント
・各種出店
　(大判焼き、焼き芋等)

※お問い合わせ先
　ほしまつり実行委員会�加茂��☎32‐0239

　ほしまつり実行委員会では、美浜駅前の活性化のため、町内の
まちづくりグループと協働で｢ほしまつり」を開催します。
　皆さん、ぜひ遊びに来てください。

日時 内容

会場

『コラボ★ほしまつり』を開催します！

クリスマスリース作り

・チョークアート体験
・音楽ライブ
・大抽選会�等

12
月
22
日(

金)

午
後
2
時
～
3
時

●�

日�

時

●�

会�

場

な
び
あ
す

●�

対�

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●�

内�

容

　

敦
賀
温
泉
病
院
と
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
物
忘
れ
や

認
知
症
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
個
別
で
受
け
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

定�

員

2
人

●�

費�

用

無
料

●�

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

町
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

藤
木)

☎
32
︲
６
７
０
４

物
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

募集人数 8 人 ( 酒井忠道記念特別奨学生 4 人を含む )

所 在 地
( 最寄駅は京王線 ･ 井の頭線の ｢ 明大前 ｣ 駅 )
東京都世田谷区松原 2‐34‐6

※詳しくは、当学舎へお問い合わせいただくか、
　ホームページをご覧ください。

学生会館�講正学舎 検 索

※お問い合わせ先
　公益財団法人雲浜奨学会 ･ 講正学舎
　☎ 03‐3327‐7800(fax も同番 )
　　  unpin-gakusya@clock.ocn.ne.jp

　講正学舎は、東京近辺の大学に進学する福井県
出身の男子学生を対象とした学生専用マンション
( ワンルーム型 ) です。
　平成 30 年 4 月からの新入舎生を募集します。

▶東京近辺の大学に
　　進学する皆さんへ

講正学舎の
入舎生を募集します

http://www.unpin.jp/

その他 入舎生対象の給付型奨学金 ( 月額 2 万円 )

があります
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Mihama　Information

　

人
権
週
間
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の

中
で
、他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
、

ま
た
、
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
な
い

か
を
改
め
て
考
え
る
期
間
で
す
。

　

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
、
思
い

や
り
の
心
を
育
て
て
差
別
意
識
の
解
消
と

暴
力
の
な
い
社
会
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　 

強
調
事
項

● 

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

● 

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

● 

高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

● 

障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を

　

な
く
そ
う

● 

同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

　

く
そ
う

● 

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め

　

よ
う

● 

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

● 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

　

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

● 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

　

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

● 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

　

慮
し
よ
う

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

　

害
を
な
く
そ
う

● 

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別

　

を
な
く
そ
う

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課
（
担
当
・
山
口
）

☎
32
‐
６
７
０
３

● 

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

　

な
く
そ
う

●
　 

性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う

● 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

　

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

● 

人
身
取
引
を
な
く
そ
う

● 

日 

時　

12
月
5
日(

火)

　
　
　
　

 

午
後
1
時
〜
3
時

● 

会 

場　

は
あ
と
ぴ
あ

● 

担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

　 

特
設
人
権
相
談
所

● 

東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見
や
差

　

別
を
な
く
そ
う

12
月
4
日
か
ら
12
月
10
日
は

人
権
週
間
で
す

年末年始のごみ収集 ･ 受け入れのお知らせ

※お問い合わせ先　町住民環境課 (担当・藤村 )☎ 32-6703／エコクル美方　☎45-2300

収　　集 エコクル美方への持ち込み

可燃･生ごみ ペット･トレイ
不燃･びん等･
古紙等

可燃･生ごみ
不燃･粗大･カン･
びん･古紙等

12月28日(木) ○ × ○ ○ ○

12月29日(金) ○ × × ○(8:30～12:00) ×

12月30日(土) × × × ○(8:30～12:00) ×

12月31日(日) × × × × ×

  1月  1日(月) × × × × ×

  1月  2日(火) × × × × ×

  1月  3日(水) × × ×(別日に振替) × ×

  1月  4日(木) ○ × ○ ○ ○

※お問い合わせ先　町歴史文化館(担当･松葉) ☎32‐0027

※事前に町歴史文化館まで申し込みをお願いします。(会場に余裕がある場合、当日受付可 )

座 学

日時

会場

平成29年 12月 9日 ( 土 )
午前 10時～ 11時 30分

美浜町歴史文化館

講師 門井直哉 さん ( 福井大学教育学部  教授 )

内容 古代若狭の御食国のあり方に関する講演を通じて、美
浜町や若狭地方の古代文化について学びます。

定員 50人

若狭と食

みはま土曜歴史講座【第8回講座】
受講料

無 料

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー(

個
人
番
号)

の
提
示

が
必
要
と
な
る
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
再
度
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
概
ね

1
ヶ
月
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

大
同)

☎
32
‐
６
７
０
３

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
用

封
筒(

※)

の
差
出
有
効
期
間
を
延
長
し

ま
し
た
。

▼ 

多
く
の
方
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に
関
し
、

土
日
対
応･

平
日
の
時
間
延
長
を
実
施
し

て
い
ま
す(

事
前
予
約
が
必
要
で
す)

。

　

本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
大
切
な

カ
ー
ド
の
た
め
、
申
請
者
本
人
の
来
庁
が

必
要
で
す
。
仕
事
等
で
開
庁
時
間
内
で
の

受
け
取
り
が
困
難
な
方
は
、
町
住
民
環
境

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(

※)

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い

　
　

る
グ
レ
ー
の
封
筒

　

差
出
有
効
期
間
を｢

平
成
29
年
10
月
4

日
ま
で｣

か
ら｢

平
成
31
年
5
月
31
日
ま

で｣

に
変
更
し
ま
し
た
。
切
手
を
貼
ら
ず

そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

こ
の
ほ
か
、
申
請
者
自
身
で
印
刷
し
作

成
で
き
る
封
筒
様
式
が｢

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト｣

に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

↑ 平成31年5月31日まで
　切手無しで使用可能

11
月
13
日
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る

情
報
連
携(

※
1)
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

(

※
2)

の
本
格
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
!

(

※
1)

　

 

情
報
連
携

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
基
づ
き
、
異
な
る
行
政
機
関
等

の
間
で
個
人
情
報
の
や
り
取
り
を
行
う
こ
と
で
、
手
続

き
に
よ
っ
て
は
、
行
政
機
関
等
に
提
出
書
類
を
省
略
で

き
ま
す
。

(

※
2)

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

　

政
府
が
中
心
と
な
り
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
情
報
連
携
の
記
録
の
確
認
や
、
行
政
か

ら
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
る
等
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

｢不燃･びん等･古紙等｣の振替収集について
　1月3日(第1水曜日)は、｢不燃･びん等｣の収集はしませんが、別日に振り替えて収集を行います。
詳細は次のとおりです。

□ ｢不燃･びん等｣の振替収集日と収集地区

▲

1月17日(水)　※不燃･カンの収集日に、びん等を収集します
　早瀬･笹田･日向･気山･大藪･久保･松原･久々子･河原市･和田･木野･栄

※お問い合わせ先　町エネルギー環境教育体験館きいぱす(担当･加茂) ☎39‐1116

わくわくエネルギースクール
‐冬の電気代節約講座‐　

受講料

無 料

内容 日 会場 時間 対象 定員

身近な電気見える化編 12月 16日 ( 土 ) きいぱす
午前10時 30分～正午 5歳児～小学3年生程度 40人

午後 1時～ 2時 30分 小学 4年生～大人 40人

あったか暮らし編  平成 30年
1月 20日 ( 土 ) きいぱす

午前10時 30分～正午 5歳児～小学3年生程度 40人

午後 1時～ 2時 30分 小学 4年生～大人 40人

　これから冬を迎えるにあたって、電気代を節約しながら暖かく暮らす工夫を楽しく学びます。　これから冬を迎えるにあたって、電気代を節約しながら暖かく暮らす工夫を楽しく学びます。　これから冬を迎えるにあたって、電気代を節約しながら暖かく暮らす工夫を楽しく学びます。　これから冬を迎えるにあたって、電気代を節約しながら暖かく暮らす工夫を楽しく学びます。


